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1熟讐1麟　　 雄．黎蕪讐》渥裟騨馨裏　　i養難／銭　ビ｛灘灘践誕鱗舞

／爽霧し野　その中に1愈1炎7／くG襲～藤馴韓瀞鰭賜i／繰の・一婚毎取G簸

辛騰レ亜淡水（尺別！l）の層相変化がみ酸，）れ菊、、

　考疑辱酔鯵灘羊1漁イ沙弓誇｝・蓉鰹天も嚢イ沙藩尋本欝よて〆奢憂勢賦9郭邑繋1寿君三）な

塗撃糸屯奢餐六二る率蘇／浅！馨騨ぐ1甫嫉」／匠、喜薄難と／愈琴く灘ド摯i繋翼系に湊）る、、

　直別層は音別層鮮を不整ゐに藩い，憲と覧、〆て凝灰質砂

壕疑と重羅墨1の二鐸／醸諮詳）なり筆　オ）づ黒薄バ蔦護樂盤、蓄をジ　欝t．て、・

るQ

　難影ξξ隣響惣1柔，　湧鐘蟻1馨潟華寿陣繕毒響轄鷺1蟹ぎ麹1さ譲董陽iお鱒鰹糞寿糖斯蓑欝

i．！！：後期，慮1別層は中新潅圭1コと考えられている⊃

婁．　試料および研究方法

　本負切或の三麓叙1辱籾艘乳／震に1謁して1譲，資翼峯鶴ギ甕浦）（三、§醗委）くη裟ぞ

料があ恐が，や》少数の感があるので，鈴木・坊城）地

箆精．査と並行して，さらに多くの試料をとるよう努力L

ノご、、1第黛i難に擁縦．．ノごと‡5り．瀦㌶圭斑」或1弩のllj 霧1／総寿蔦ら2華il，

？甫1嵯／轡群湊濾ら窯雲欝il季一燕墾　／オ舞羊ゐ錯験盤1鱒禮1甥！l拒1漁黒らξ茎糞灘》

講燃（）鍵！の糞式睾／をま博鷺選λノ甲ξ藝1鍾瞬勿．際叡歓をぞ学な畷）ノご。、　欝諺広

機麟　　 寝　！　ひ轟濠犠／選糞孝、l／酸繕・譲し藁無轡之（ひ書！）

鰭勿．分1揺はメ鐙常の三メ；ア濯．暴凱，よつノとが艶　た　　獄夜に1難藤蓑ヒい煮

タン　ぐむヒ叢唖砺．り　を耳麺・た、藍の・み／慶鞍と1灘な蕎）。

　1試繋ミ・のうち豊　馨式夢1・議ギ弩・諸9脚37／よ熟父漣1蓑蹴3藝麟㌔に聴§け輪

ま窯三繁l！l欝グ）鶉1犬1試壕鱗・（鮮ぎ欝1蛍D閃3あ三タラ　、試牽寺譲撃一辱続蕎1醜κ18韓

一1寅差慧ぜ）が慧こ躍峯けるノく沖詳牽の室／講幾婁試繋1・（霧4i麟）甲響ある，．

　鐸ギ裏コ幾の敷剣麟勢峯麟∫震1炎に二鯵1す灘嚢劃牌（塔＞考噸霞として

は．論体の様子が一・i『1でつかめ，、壕　讐紅よる組成の差を

諾かや嘩順くす牌るオニめ撃　書篠もな鋭頓勿蓋賎繍に甲、疵め撃　ダ蝿りを　季醒

乱〆た。　したがつてジ｝…・講ン「醗　　戴；薮韓窮誉1費など荏ジ色の

蔚i違1こ、よ《ン臨1鱒／を賓計な・〆フて斗ヅ墓マ・、，

　慮プご警1嚢轡／慧賦謬勿の数か鷲薫（）（擁爾にも賓講ノ鉱汚£レ・コ、と寿匙転．ご

ばLばあ！），ごの’　逢には潔分難を計簸せず，算えられ

ノご鼠麟勿牽煮ダ）餐藁数をそ（7）豪＼　（　）1麟にテ糞した、、

　表の右半には，各地簾の特徴を単ーすと、響、われ導不透謬i

鷺鉱物として，懇鉄鉱・チタン鋏鉱・灘愛鉄鉱の3種グ，＞み

を取1，）上げ，黄鉄鉱はさらi・二柱状糞戴い／岬，は不規則な形を

した灘晶犠と，　孝敵イヒ簗ずを充津糞したと．蟹、われる瞬瞬，棲、郵るいは

帯舞欝護犬のものぜ）零／嚢にランけで1鯵オー、涯〆ゾ烈。

　ク罫慧ム潅失釧雄意夕　斑翫の禅二き療醤矯馬・ときにむよ孫、、鮮、㌦にi輝〉薫獲き

き導が，簾1い腸含には不透明とな〆、アぐ計数を誤戴るおそ

オしもあるので，　算えた1蕪甕へ、壽坤舞嚢にし釦．　，、批めた。

　暴；暴発　）震試牽iい『1彗こ誓焉叢輝至準1艦、典懇、i㍑fと、iし繋濤バ瞬涯、る懸．馨／輝ま

費漆叢為雛三・するゆ蕊，二纂躯ぴは獄遷暴鶉畢：汽篇曙軽隔熊めて凝〉る、、

　な津署処遜繋しノこ言式準1婆教1激淑）鍵ミ野びあ恐¢）1羅，講載繋　二燵攻矯韓誰七

牽卑し、力謡、1費ニデ収ぐマ・なマ・の1洩，　i裁料漣豪ぎ黛○ゐ謡ら／よ蓑菱1韓勿漆凝辱

られ．毒爵蔦つたことと，鷺畿馨緯華　・3戟愈1灘／l夏ぞドであ鷲♪て匪婁錬憂1

まi勿と乱．てはジ！デレじ鴛ン藩竃薫（K｝タ亥醗1斑離，争　衰、鍬　i試牽寺とは　蓼掌

γ塁あ添ノ瓢め賜湊㌔ヅごこと1で，四嬬軌馨章

4業一毅3藝？）
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曇．　婁鐙綴翼物睾登戊と重癒騰驚簑界

　爵整系は多量の費1閃石を奮み，一普通輝石の織義1三す＾こ

とがある、　飯島輔），　中添1茎）によるとこの割計は逆にな

つて渓・るが，これが層準結の蕪に，≧こるものか，それとも縫、

の理由によるのかさ鍵こ検討を要ζする。

　浦幌層群最下部の留真層は臼讐系よiフ幾閃蕎を減じ，

単斜輝着がふえているが，磁鉄鉱の存在は下髄笠と共通し

てニャ・る9

　浦幌層群雄別層£ L韓ジル灘ン・灘試石・柘榴蕎隷ど

の1嚢定，広塗勿で蓄1寺継女蛭跡ナらオゐ，イ滋幾澱1鉱力畠象とAノど禦1く，・チ

　ン鉄鉱を多蘇暴ご勲むように癒磁．

　ご¢）傾向は不整合を挾んだ、雛愛音別層群の中まで，

共通してみられる、、

　た粛しこの申でも浦幌麟群舌辛層は多襲の緑簾蕎を含

み，淡緑色糞鍾薄イヂを一一部では商するなど，、1瓜下層とは翼

なげた》組成がみられる．

　響別層群は下粒1と糸旦成がほとんど変薄1吊ぬが，た》f黄

鉄鉱が多量に存在す難ごとが多い、，特に．、1二位の茶賂・縫

別両1欝は，海棲微化蕎（放散虫・珪藻等）を充填．した

と、懸われる球形な浅、・し・葡萄状の黄鉄鉱が大部分を占める

携令が多い、，

　音別麟馨大曲層の試料番誌3，・1は留莫川集、塊糊　ll

の凝灰艦であ鋤が，変質のためか有色鉱物がみ1卦たらず・

その鰯の透明．鱒鉱物グ）数も少ない。織肝～）によれば，有

磁鉱物は角閃石・紫蘇輝石からな1り緑泥石化している毫、

のが、多い艶　というごとぐある。

　糸逢別1韓の黒愚、轟走擾難籾’籍いわ1糞）ぞ）ブラヴ1クギ掛ンド

（試料番号黎鵠）は普通輝．石・角閃費で特徴・　｝られ，

その、籔比も鷹｝位び）i藍難l／『1のそ薄もと区矧／がつか嘉識がシ舞実

罫傷勲瀞に．鼓れ、ば．　ヌ舞層はて鮪閃石向で遷寺徴／聾プ1）れ、る、虹うで

ある捨

　新第鷺細の直別層4）簿灰色ないし緑灰色の責嬬垂た

は凝灰欝砂岩では普通輝苓・角閃石が著しくな、1），不透

明鉱物一じては磁鉄鉱の存在が欝立つ．本試料群中で1二

、1．位齢試料番号78は角閃石ばかりからなつて・・て，・触ぴ）

濾》タ携嚢，グ）糸桟成之は異．なつてレ・る、，

誉．結　　論

　翻i鍵蕎炭驚“繭音獣1期晃オ擬山で寸5猛に慨テ講ずす煮霞舞ぎ逆糸雛煽中に

含まれる透明顛鉱物の量は，粗粒砂嚢・細粒砂駕の鷺l／を

問わず非常に少ない揚合がしばレばある。菰のような例

は，筆者が従来研究を行なつて港た九州北薫部の占第三

紀矯ではほとんどみ転れ，なかったも騨）であ！），本地域に

おける重鉱物組成のiっの特徴にあげられよう．

　1本地域の叢鐵鱗勿糸且成二畿の／乍／幾に凌声庶“アぐはラ各試睾ト闘

の組成の癒みやすくす1．）ため透明二飾物の種類劇簸定

し，色などによる細分を行なわなかった．ミコ）結渠は，上

鎌己の，、k）に崇秀明補重概雄吻の1歎がイ♪ない犠搬念がi多か〆）たに呈き

かかわらず，組成の変化、≧地層境界との関係をはつきり

みいだすことができた、，齢地層の組成の特微は，　飯、嚇の

の糸吉論とよく一一致胸している．

　上記の結果は，層準のわかつている試料をその層序に

縦iつて並べたことによ欝季響られ、たも¢）であつてヲ舜鷺知の

少試料ブ属その試料の属脚る層準を決定することは，特

定鉱物（有盤、鉱物や緑簾着など）が脅在Lない限桝蝋難

であ・）。

　縫別層のいわゆるフ○｝紬ツク・サンドの組成は，削慷1

の砂岩の親、駿熊1戴5獅がつかない、、こグ）ことから，（薫）1輯

層間にあるぴ勝不整合の存在を否定L．爾者は区別され

るへきものではない．（2）直別層と縫別層の境界は，備

閏石をぎか蟄巻含む層（1試琴斗藩　蔓・7＄）　と肇射鎖輝了了・寮1閃矛丁

で特徴づけられる層（試料番畢響以下）との閥におかれ

る。な．どの諺え方がでてくるが，この．、1乳に関しては現在

のところ試料数も少なくさらに将来の調査・概究が必要

である．　　　　　　　（昭和3磁1・遇一9月調査）

黛　織

1）、馬淵精一魂叢期賂1縦雛古第三系に1調するま発孝責並び｛に

　　　　　　　き董季韓逢妻史的薦察ヲ北漁難首鎌塁業垂擬騨罰賜訟

　　　　　　　葱9鑓

の織田精徳・根本隆、文・櫨村武藩万分のi地質図

　　　　　　　幅常室および同説明書，北海道開発庁

　　　　　　　、1、9薮嚢

3）鈴木泰輔・坊城俊厚1釧踏炭濁茜部常．蓬川中・下

　　　　　　　流村近の地質，燃料部資料整備室保管

　　　　　　　資琴斗，工9毒3

－1）鳶業き犠　1東顎激鉦韓勿糸ゆ1黛から、児た白黙難系と繋ギ第　箏蔽

　　　　　　　との懸垂3婆について，　衡写L虫，醤魯．蓋1），

　　　　　　　！懸嚢

§）簸ll鵬乏，　A．　1獅雀　R総撤量｛慰曲圭釜）暮磁w薙撒　tl灘

　　　　　　　欝鐙v烈顯幡蹴l　t轍き銚達羅iti＜）麟

　　　　　　　慧熱S量鷺＄鉾《1）む雛si君鷺r碧雛　frO箋芝1　th鷺　翌謹《黙マy

　　　　　　　M盤欝撒窯　洗総｛）鐵蹴i（職s（》｛童h響Up欝鍵

　　　　　　　c鷺薇£航顯欝灘ユ雛丁鍵ti綜y欝○難欝蹴iQ鷺s

　　　　　　　！糞（〕磁嚢欝縦1畿漁縫s（）鷺tl簾難礁s童鷺資生翼《》薮㍊段ト

　　　　　　　暴蕪，」乏嚇撒黛、」凱ぜ．熟鴛、　＄α．，u慧iv．

　　　　　　　π薫’（歳y導，鋭c．叢，Vぐ》L　X翌，茎愚rt置V，

　　　　　　　i9灘

斐｝）中添　亮；釧路炭珊西部における白璽系の重鉱物，

　　　　　　　撃1筆ざ御喫物叢去床摩墨会賛志，v⇔L5〈），N敬iラ

　　　　　　　葺癖3

4猛一一（38雛）




